
茂仁⾹会東京⽀部 現状および問題点とスリム化要旨 
 
 
 幹事さらには⽀部役員のなり⼿がいない      

学年によっては 現状もう何年も同じ⽅が引き受けている、あるいはその幹事さんにさえ連絡がつかない 
  また同級⽣にも連絡がとれない あるいは連絡しても返事もない 
  他に同窓会に関わっている暇などない、⽀部からの連絡でさえ⾯倒、迷惑との声がきこえています。 
   

⽀部役員に関しては、同級⽣が協⼒をしてくれない、頼んでも断られる、⽀部の役割が必要かどうかわから
ない、⾃分たちが引き受けるならば⽀部などいらない 

 
これらの意⾒を受け、今年度より  

LINE を導⼊（現状 28 名参加） 
これは幹事さんの負担を減らすとともに、既読率がわかるのでそれを把握したい 

17 回⽣から 1 年ごとに⽀部⻑を交代とし、役員任期を 2 年とする 
   ⽀部役員を出す年度がわかっていれば準備をしやすい 

７名から 4 名に役員を減らす 
6 名の役員を出すのが困難のため、役員定数を減らす 

   を⾏って参りました。 
 

今後としては現状ある茂仁⾹ホームページ(http://www.sapporo-monica.org/)を 活⽤する 
 必要な情報をリアルタイムで更新し、幹事に限らず⽀部会員にも直接アクセスしてもらうようにする 
 そうすることで、幹事の負担軽減、⽀部役員の仕事量の軽減をはかりたい 
また、今後の課題としては、ホームページへの誘導をどのように⾏うか検討中  
 ・SNS の活⽤ ・⽀部会員に対しハガキにて送付 など 

 
 
茂仁⾹会活動費の削減の懸念      

今までは 10 万円でした今年度は 5 万円 
    
  今後としては茂仁⾹会新規会員の減少 今年度は 28 名、来年以降も同じかそれ以下の⽣徒数のため、 
  茂仁⾹会本部の活動資⾦も減少していく 
    

⽀部としてできることは 
バザー（三光会・宮代祭等）で活動費を捻出できる⽅向に持っていきたい 

   本部から活動資⾦を０の⽅向にもっていきたい 
   東京⽀部総会の経費の⾒直し 
    
  今年度の試みとしては 
   バザーについては利益率の⾼い物を仕⼊れる 
   総会については会費、現⾏ 2,000 円を 500 円値上げして、2,500 円とする 
   また総会資料等をホームページに上げ、コピー代の節約と役員⼈数削減に対応したい 


